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１ 監査の対象  

  産業観光部・農業委員会に係る財務に関する事務の執行状態並びに事業の管理状

態について監査を実施。 

 

 

２ 監査基準日・監査の範囲  

  平成２１年１０月３１日現在の財務及び事務に関すること 

 

 

３ 監査の実施日 

農業委員会        平成２１年１１月２６日 午前９時から 

産業観光部 農林振興課  平成２１年１１月２６日 午前１０時から 

〃   農林土木課  平成２１年１１月２６日 午後１時３０分から 

〃   観光商工課  平成２１年１１月２６日 午後３時３０分から 

 

    

 
４ 監査の方法 

監査の対象となった一般会計・黒駒山、大積寺、稲山、牛ヶ額、大口山、崩山、

名所山、春日山、兜山外五山の各恩賜県有財産保護財産区特別会計の下記項目につ

いて、産業観光部・農業委員会から提出された資料に基づき説明聴取を行うととも

に、関係帳簿、証憑書類の突合及び計算突合等により関係諸記録を相互に付き合わ

せ、その記録又は計算の成否を確かめた。 

 １「平成２０年度定期監査指摘要望事項措置状況報告書」 

２「職員の事務分掌表」 

３「主要事務事業の概要」 

４－①「懸案事項及び業務に関する問題点」 

４－②「指定事項調書」 

【農業委員会】 

① 耕作放棄されている農地の所有者意向調査と有効な農地利用の斡旋状

況について 

② 農家台帳の管理の状況 

  【農林振興課】 

① バイオマスの郷づくり全体計画とその進捗状況 

② 芦川農産物直売所建設事業の進捗状況 

【農林土木課】 

① 県営土地改良事業（９地区）の進捗状況 

② 県営農道保全対策事業（１地区）の進捗状況 

【観光商工課】 

① 笛吹市観光振興ビジョンの策定状況 

② 観光イベント事業の成果による、観光客の推移（過去３年間～現在ま

で） 

③ 花火大会有料観覧席の収支状況（～本年度） 

５－①「委託契約（一般委託）（予定）調書」 
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５－②「委託契約（工事関連委託）（予定）調書」 

６「負担金補助及び交付金支出（予定）状況調書」 

７「工事請負実施関連（予定）調書」 

８「公有財産購入に関する調書」 

９「歳入状況調書」 

10「歳出状況調書」 

11「滞納状況調書」 

12「不納欠損内訳書」 

13「賃貸借に関する調書」 

14「指定管理施設に係る修繕費の状況」 

16「郵便切手受払状況」 

 

 

５ 監査の着眼点 

  監査にあたり次の点に着眼し監査を行った。 

・ 事務事業が法、条例規則等に則り適正に行われているか。 

・ 住民サービス向上の観点から、現行の事務事業が適正なものか否か。 

・ 歳入歳出予算の執行が適切に行われているか。 

・ 契約事務の手続は適切か。 
 

 

６ 監査の結果 

 （１）予算・財務に関する事務 

    平成２１年１０月３１日現在における産業観光部・農業委員会から提出され

た一般会計・黒駒山、大積寺、稲山、牛ヶ額、大口山、崩山、名所山、春日山、

兜山外五山の各恩賜県有財産保護財産区特別会計歳入歳出状況調書の金額は、

監査の結果関係帳簿等の記載金額と一致し適正に執行されていた。支出伝票関

係については、検査の結果適正に処理されていた。 

 

 （２）事務・事業の執行状況 

    産業観光部・農業委員会に係る主な事務事業の執行については、良好である

と認められる。 

    なお、監査において気がついた点を後述するので、今後適切な措置を講じら

れたい。 

 

 

７ 指摘・要望事項 

①バイオマス構想については、まだ市民には理解が出来ていな

い面もあるので、わかり易い内容で市民に周知をすること。
事務

事業 
②一宮有線テレビ利用料の未収金については、笛吹きらめきテ

レビと協議をして、未収金の削減に努めること。 

農林振興課 

伝票に

ついて ①検査調書、検収調書には立会人の氏名を記入すること。 
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切手受

払簿に

ついて 

①切手受払簿について、未記入のところがあったので、受入・

払出時には必ず記入をすること。 

①林道整備については、今後の経済効果、地域住民の利便性等を

考慮して事業を行うこと。 
農林土木課 事務

事業 ②笛吹沿岸畑地かんがい事業加入者負担金の未収金について

は、公平性の面からも未収金縮減に向けて、具体的な年度計

画を立てて厳正な対応をすること。 

①中国研修生の受入事業については、新聞報道等により行方不

明者が出でしまっているので、今後このような事のないよう

に、中国の学校とも身元等の確認については慎重に行い、外

国人観光客の誘客事業及び観光の振興に寄与すること。 

 
 
 

事務

事業 
②懸案事項にもあるとおり、秋から冬にかけてのイベントにつ

いては、集客が見込まれる笛吹市にふさわしい事業につい

て、先進地等を参考に検討をして、集客増に努めること。 

①アクティブインフォメーション委託事業の支出命令書には、

毎月の実績報告書を作成させて添付すること。 
②以前にも広告料等の請求書については、以前にも指摘をした

ところであるが、広告等が掲載してあるところの写しを必ず

添付すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 

観光商工課 
 
 
 

伝票に

ついて 

③修繕費の請求書には、明細書を添付すること。 

 
８ 前年度定期監査指摘要望事項に対する対応措置について 

  平成２０年度定期監査において指摘された事項については、以下のとおりその対

応措置が示された。 

 
【農業委員会】 
《指摘要望事項①》 

  耕作放棄地の増加が著しい状況にあることから、農業委員会として耕作放棄地の解消のため

の方策を検討し、市が策定する耕作放棄地解消計画へ反映させるとともに、農業振興各種施策

への農業委員の積極的な関与を図られたい。 

《対応措置の内容》 

  ・耕作放棄地の発生防止の広報での呼びかけと、農業委員による農地パトロールを実施し、 
  早期発見により速やかに所有者への指導をして、耕作放棄地の解消に努める。 
  ・農業委員の農地あっせん等により、担い手農家への利用集積を図る。 
 
【農林振興課】 
《指摘要望事項①》 

  八代地区四ツ沢川ホタル水路工事については、多額の投資となっている。ホタルの育成、繁

殖に十分な成果が得られるよう期待している。 

《対応措置の内容》 

  ホタルの育成、繁殖に十分な成果が得られるよう関係者と連携を密にして期待にこたえるこ

とができるよう取り組んでいる。 

《指摘要望事項②》 

  農産物の販売対応については、農協との連携が不可欠であることから、農協の積極的な関与

による販路拡大への取り組みを図られたい。 

《対応措置の内容》 
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  管内にある２つの農協(笛吹･フルーツ山梨)には、積極的な関与を促すため、農産物販路拡大

の年間事業計画案を提出してもらい、市として連携できる事業に対して共同で事業を実施する

ようにした。 

《指摘要望事項③》 

  剪定枝粉砕機共同購入補助については、名義貸しや重複申請が行われないよう申請時のチェ

ックを徹底し、適正な共同利用が図られるよう指導されたい。 

《対応措置の内容》 

  現状でも名義貸しや重複申請が行われないよう申請時に書類のチェックをしているが、今後 

 も適正なチェックを実施していく。また、適正な共同利用が図られるよう指導の徹底を図って 

 いく。 

《指摘要望事項④》 

  農協への果樹振興活動補助金については、実績報告の提出が遅い状況である。市補助金等交

付規則では、事業完了後又は当該会計年度終了後速やかに実績報告を提出することとされてい

るので、遵守すること。 

《対応措置の内容》 

  指摘のとおり、事業完了後速やかに実績報告書の提出を求める。 

《指摘要望事項⑤》 

  現在、7 団体の農業後継者組織へ補助を行っているが、農業振興に対し積極的に若手農業者

の関与を促す必要がある。広く若手農業者の意見を反映できるよう、農業後継者組織の統一に

ついて検討されたい。 

《対応措置の内容》 

  農業者団体の補助金については、毎年見直しを行っている。農業後継者団体の統一について 

 は、各団体の役員による組織の立ち上げを検討する。 

《指摘要望事項⑥》（工事監査） 

  水路工の設置において、護岸に多くのカラマツ丸太を使用する設計となっているが、県産木

材を材料とする仕様とはされていない。木材資材を多用する工事においては、県産木材を優先

的に利用することについて検討されたい。 

《対応措置の内容》 

  八代地区四ツ沢川ホタル水路二期工事における木製資材は県産木材を使用した。 

 

【農林土木課】 

《指摘要望事項①》 

  春日居地区における笛吹川沿岸畑地かんがい事業加入者分担金の未収金の解消に向け、引続

き努力されたい。 

《対応措置の内容》 

  催告書の通知及び戸別訪問の実施や笛吹川沿岸土地改良区と連携して未収金の徴収にあたる。 

《指摘要望事項②》 

  物件や立木の補償契約について、契約書中に該当土地の地番が表示されていないものがある。

必ず記載すること。 

《対応措置の内容》 

  契約書に当該地番を記入させる。 

《指摘要望事項③》 

  伝票の決済日が記入されていないものが多いので、必ず記入すること。 

【観光商工課】 

《指摘要望事項①》 

  市が一次受入機関となっている中国からの研修生受入事業については、市の観光振興に寄与

できるものであるか、成果の検証を十分に行い、今後の方針について慎重に検討を図られたい。 

《対応措置の内容》 

  観光立国推進基本法が平成19年1月に施行され、また平成20年10月には観光庁が設立され、

国においては平成 22 年度までに訪日外国人旅行者 1000 万人にすること(平成 18 年:733 万人)

を目標に、様々な施策を展開しているところである。「国際競争力の高い魅力ある観光地の形成」

「観光産業の国際競争力の強化及び観光の振興に寄与する人材の育成」「国際観光の振興」「観
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光旅行の促進のための観光の整備」を四つの柱として目標を定めている。 

  また、山梨県観光動態調査によれば、外国人観光客に占める中国人観光客の割合は最も高く、

平成 18 年度 13.2％、平成 19 年度 16.2％、平成 20 年度 18.8％となっている。国別外国人延べ

宿泊者数においても中国が一位であり、平成 19 年 158,670 人、平成 20 年 179,540 人にのぼる。

国土交通省による宿泊旅行統計においても同様の結果がでているところである。国の観光立国

の施策や統計数字からも、今後中国からの観光客の増加は推測できるものであり、中国との交

流は本市においても外国人観光客の誘客につながり、観光の振興に寄与するものであると考え

られるので継続する。 

《指摘要望事項②》 

  電柱広告については、観光客等への誘導看板的なものであるが、広告の内容から本来市が負

担すべきものではなく、旅館組合等必要な組織で負担すべきものである。負担の見直しを図ら

れたい。 
《対応措置の内容》 

電柱広告は観光客の誘導看板であり、民間企業等名称は記載されておらず公共的なものであ

る。21 年度は巻看板を撤去し、110 万円の経費削減を行った。 

《指摘要望事項③》 

  伝票の決済日が記入されていないものが多いので、必ず記入すること。 

《対応措置の内容》 

  チェック機能を強化し、記載もれのないように改善した。 

  

 

９ 指定事項の回答について 

  本監査において、監査委員が指定した事項（指定事項調書）については、その現

状及び今後の方針が以下のとおり回答された。 
 

【農業委員会】 

《指定事項①》 

耕作放棄されている農地の所有者意向調査と有効的な農地利用の斡旋状況について 

《現状及び今後の方針》 

耕作放棄の農地の所有者が、非農地としても良いとの所有者については、非農地通知を出す

予定。 

農家の高齢化と担い手不足の中、4月～10 月の斡旋申し出件数 10 件 

農業委員による斡旋により、担い手への農地利用集積を進める。 

《指定事項②》 

  農家台帳の管理の状況 

《現状及び今後の方針》 

  合併(H16.10 月)以前のデータ整備が済んでいないので、臨時職員 2名を緊急雇用創出事業で

雇用し、データ整備を進めている。 

 

【農林振興課】 

《指定事項①》 

バイオマスの郷づくり全体計画とその進捗状況 

《現状及び今後の方針》 

 ○全体計画 

 有用微生物の活用による土づくり(無化学肥料有機栽培、減農薬栽培)を中心とした環境保全

型農業により「桃･ぶどう日本一の郷」を堅持し、笛吹ブランドを確立する。具体的にはバイオ

マスである生ごみや果樹剪定枝を焼却処理をせず、堆肥化し、農業資源として農地へ還元する

農家、一般家庭へ提供することにより、安全、安心な農作物の栽培を促進する。 

○進捗状況 

 平成 19 年度 

 ・有用微生物活性液製造装置(バイオマスセンター)及び大型生ごみ処理機(S60)(石和南小学

校、境川町大坪団地)大型生ごみ処理機(S100)(バイオマスセンター)の購入 
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 ・モデル地区(一宮田中区・生ごみ収集タイプ)において生ごみを分別収集し、バイオマスセ

ンターにおいて大型生ごみ処理機で堆肥製造 

 ・モデル地区(境川大坪団地・自己投入タイプ)において生ごみを住民が直接大型生ごみ処理

機に投入し、堆肥製造 

 ・学習会を 3回開催し、有機栽培技術の普及を推進 

 ・剪定枝粉砕機共同購入補助金事業(33 台) 

  平成 20 年度 

  ・大型生ごみ処理機(S60)(石和北小学校、石和東小学校、境川小学校)の購入 

  ・一宮町田中区に加え、新たにモデル地区(御坂町成田区･生ごみ収集タイプ)において生ごみ

を分別収集し、バイオマスセンターおいて大型生ごみ処理機で堆肥製造 

  ・モデル地区(境川町大坪団地･自己投入タイプ)において生ごみを住民が直接大型生ごみ処理

機に投入し、堆肥製造 

  ・学習会を 5回開催し、有機栽培技術の普及を推進 

  ・剪定枝粉砕機共同購入補助金事業(41 台) 

  平成 21 年度 

  ・大型生ごみ処理機(S60)(石和中学校、石和西小学校、富士見小学校)の購入 

  ・モデル地区(一宮町田中区、御坂町成田区･生ごみ収集タイプ)において生ごみを分別収集し、

バイオマスセンターにおいて大型生ごみ処理機で堆肥製造 

  ・モデル地区(境川町大坪団地･自己投入タイプ)において生ごみを住民が直接大型生ごみ処理

機に投入し、堆肥製造 

  ・学習会を 2回開催(今後 2回開催予定)し、有機栽培技術の普及を推進 

  ・剪定枝粉砕機共同購入補助金事業(20 台を予定) 

 ○今後の予定 

  平成 19～21 年度は実証実験を行い、今後はバイオマスセンター建設事業に取り組む。 

《指定事項②》 

芦川農産物直売所建設事業の進捗状況 

《現状及び今後の方針》 

  建設工事(電気･設備を含む)木造平屋建て 160.38 ㎡ 設計額 39,805,500 円(税込み) 

  ①入札日 10 月 1 日 ②契約日 10 月 8 日 ③請負額 30,030,000 円 

  ④請負業者 (有)住まいの高野(境川町石橋) ⑤工期 10 月 9 日～平成 22 年 3 月 12 日 

  進捗状況 

   10 月 準備工、県営事業との工程調整、地質調査を終了。 

  今後の工程 

   11 月 基礎工事(位置確認後丁張り、掘削)配筋作業(10 日に配筋検査実施)、コンクリート

打設、土間工事、外配管工事 

   12 月 建て方開始、年内に屋根及び側壁関係を終了予定 

   1 月～2月 内装工事、内配電及び配管 

   3 月  塗装工事、内装仕上工事  12 日完成予定 

 

【農林土木課】 

《指定事項①》 

県営土地改良事業(9 地区)の進捗状況 

《現状及び今後の方針》 

 県営畑地帯総合整備事業 一宮北部地区  ①平成 20 年度までの進捗率 83.5％ 

                     ②平成 23 年度完了予定 

 県営畑地帯総合整備事業 大野寺地区   ①平成 20 年度までの進捗率 82.2％ 

                     ②平成 23 年度完了予定 

 県営畑地帯総合整備事業 春日居第一地区 ①平成 20 年度までの進捗率 53.3％ 

                     ②平成 22 年度完了予定 

 県営畑地帯総合整備事業 寺尾地区    ①平成 20 年度までの進捗率 89.8％ 

                     ②平成 24 年度完了予定 

 県営畑地帯総合整備事業 笛吹川左岸地区 ①平成 20 年度までの進捗率  8.4％ 
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                     ②平成 25 年度完了予定 

 県営中山間地域総合整備事業 八代地区  ①平成 20 年度までの進捗率 54.0％ 

                     ②平成 23 年度完了予定 

 県営中山間地域総合整備事業 芦川地区  ①平成 20 年度までの進捗率 64.6％ 

                     ②平成 23 年度完了予定 

 県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業 東八中央東地区  

   ①平成 20 年度までの進捗率 80.8％ 

                     ②平成 22 年度完了予定 

 県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業 釈迦堂地区  

   ①平成 20 年度までの進捗率 77.8％ 

                     ②平成 23 年度完了予定 

《指定事項②》 

  県営農道保全対策事業(1 地区)の進捗状況 

《現状及び今後の方針》 

県営農道保全対策事業 金川曽根地区   ①平成 20 年度までの進捗率 33.4％ 

                    ②平成 24 年度完了予定 

 

【観光商工課】 

《指定事項①》 

笛吹市観光振興ビジョンの策定状況 

《現状及び今後の方針》 

  日本観光協会と、笛吹市観光振興ビジョン策定についての委託契約締結、既存資料の整理・

分析をおこなった。笛吹市観光振興ビジョン検討会、笛吹市観光振興ビジョン策定委員会の意

見交換を重ね、ビジョン案を作成、策定委員会において承認を受ける。パブリックコメントを

経て策定委員会において最終承認を受け来年 3月に市長報告。 

《指定事項②》 

  観光イベント事業の成果による、観光客の推移（過去 3年～現在まで） 

《現状及び今後の方針》 

  ○川中島合戦絵巻 

   平成 19 年 53,000 人、平成 20 年 55,000 人、平成 21 年 58,000 人 

  ○笛吹川石和鵜飼 

   平成 19 年 8,000 人、平成 20 年 12,000 人、平成 21 年 12,000 人 

  ○甲斐いちのみや大文字焼き 

   平成 19 年 8,500 人、平成 20 年 8,500 人、平成 21 年 10,000 人 

  ○石和温泉花火大会 

   平成 19 年 200,000 人、平成 20 年 200,000 人、平成 21 年 210,000 人 

《指定事項③》 

  花火大会有料観覧席の収支状況（本年度） 

《現状及び今後の方針》 

  収入 

  ○チケット売上     5,611,324 円 

  支出 

  ○フェンス工事     3,239,040 円 

  ○仮説トイレ設置費    955,500 円 

  ○投光機借上げ料     417,238 円 

  ○案内看板制作費     162,750 円 

  合計          4,774,528 円 

  ○差引き         886,796 円 


